
1933年生れ

1956年3月

1956年4丹

1958年4月

1960年4月

1962年4月

1963年3月

1964年4丹

1965年9月

1966年9月

1968年4丹

1978年 12月

1979年4丹

1982年9足

1987年4月

1993年3月

1993年4月

1995年4月

1997年4月

1999年4月

2000年4月

2007年3月
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森晴秀教授略歴及び著作自録

神戸大学文学部卒業

京都府立海守(現、大江)高等学校教諭(函酉、世界史も担当、恒し無

免許)

大抜大学大学説文学研究科鯵士課程入学

西宮市立高富高等学校定時制課程専在講師

大薮大学大学院文学研究科博士課程進学

大坂宥立今宮高等学校定時割課程教諭

高野山大学文学部英文学科専任講師

大波大学大学説文学研究科樽士課程単位取得退学

神戸大学教養部専任講師(英語担当〉

UCLA大学院、オクスフォード大学留学 (-1966，8) 

ケンタッキー大学客員助教授 (-1967，6)、B本学幹部設、比較文学、

呂本語・日本文学講義

神戸大学教養部助教授

文学博士〈大抜大学)

神戸大学教授(文学研究科、教育学研究科兼担〉

ニューハンプシャー大学客員教援 (-1983、6)、大学混:20世紀英文学、

学部:比較文学、吉本語・日本文学講義

神戸大学、西洋文学担当に配量換え

神戸大学退職 (59議)

広島女学院大学文学部教援

同大学院担当。文学研究科長、学院・大学評議員 (-1998，3) 

同大学院博士後期課程論文指導担当

同大学特任教授

京都女子大学文学部契約教授、大学説博士後期課程論文指導担当

向退職
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学会シンポジューム講師(以下、日時、テーマ等すべて省略)

日本英文学会(ロレンス、ジョイスなど〉、自本ウルフ協会、日本ロレンス協会、

E本文体論学会、世界鬼学会、ほか

非堂勤講師

大阪大学大学院、文学部一教養部。海星女子大学文学部、神戸女学院大学文学部、

園田学関女子大学文学部、神戸学院大学

集中講義

愛知県立教育大学、高知女子大学、大阪女子大学、松山蕗科大学、香川大学、

時山大学、海星女子大学、広島女学院大学大学院、大谷女子大学大学焼

市民講座等

朝日カルチャーセンター、大阪、神戸。神戸市民大学、芦屋市民大学、ケンブリッジ

大学夏季セミナー(書道実技〉、芦霊前民センター絵酉教室〈これのみ現職)

特別講演等

大販或援女子短期大学、立命館大学、神戸親和女子大学、就実女子大学、大寂外国語

大学(留学生別科、日本語、日本文化)、神戸大学公開講窪、 E本ハーデイ協会、

日本ブロンテ協会関西支部会、 1986 D. H. Lawrence Intemational Conference， 

U豆、京都女子大学公開講産、 京都女子大学英文学会、広島女学院大学公開講座、

E本文体論学会、ロータリークラブ、世界鬼学会、地球温暖化訪止京都会議議長

居対象(美山町1997)、自本ブロンテ協会、ほか

学会役員

画室

1974~現在 日本文体論学会理事、常任理事

1995~2000 日本ロレンス協会副会長、会長

1994~2003 世界鬼学会副会長、会長、現在特出顧問

2001 ~2004 テクスト研究学会代表

1993年以降、新制作展に150号油彰、毎年出品、個展掃年で開催

ウィーン、ハプスブルグ宮廷芸備会員
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業績等一覧

著書

1. r言語と丈鉢j(1視点と文体をめぐってJ)共著、大阪教育園書、 1974

2. rイギリス小説とその覇辺J(1ロレンスにおける暖味の本費J)共著、大薮教育図書

1977 

3. r持品と読者Jl( ID丘ロレンスの文体と印象派桧麗J)共著、前田書底、 1977

4. rロレンスの舞台一一長編小説の文体と構造i単著、山口書語、 1978博士学金論文

5. rイギリスの現代小説Jl (1Mγ'S.Dallow仰覚え書きJ)共著、東海大学出版会、 1988

6. r文体論の一世界Jl(1各国の文体論、イギリス、アメリカJ1文献解題、イギワス、アメリカJ

「文献リスト、イギリス、アメリカJ)共著、日本文体論学会編、三省堂、 1991

7. rD旦ロレンス f狐iとテクストJl (汗狐iの文体J)共著、国書刊行会、 1994

8. r嵐景の修苦手学Jl(rはしがきJ1情景描写の思想、と文体.-Gチョーサーから醒.ロー

リーまでJ1各章解題J)編著、英宝社、 1995

9. rロレンスと現代』共著、屋書刊行会、 1995

10. r言語の空爵Jl (1作者の介入と作品の統-J)、共著、広島女学院大学大学誌編、 1999

〔第76匝日本文体論学会特別講演原稿)

11. r退去40年詞の文体論Jl (1日本における文体罰究J)共著、自本文体論学会編、三修

社 2004

編集解説

A Conversαtion on D.H.Lαwγence， Univ.of California， Los Angeles， 1974 

露注

rD.H.ロレンスj(単著)出口書唐 f現代英米文学セミナー双書llJ (小地議、米自

一彦、金隠寿夫、森靖秀麗集) 1980 

学情論文

1. Iロレンス『虹Jの文体」学霞論叢封0.1、神戸大学、 1956、5、31

2. I The Rainbow の構造 イメージの発想、及び錯綜と展開JOsakα Lite限切

R開 iew，No.2，大阪大学大学院、 1962、4、1

3. 1矛盾と焦操の表現--Women初 Loveの人物とイメージJPrelude Na 6、1962、4、1
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4. i芸街の崩壊--rエアロンの杖』と『カンガル -jの思想、と表現JOsαkα 

LiteγαryReview No. 3，大阪大学大学続、 1963、7、10

5. Iロレンスの裁由に関する覚え書き一-rホルイロイド夫人jr一触即発jrダピデi

Pγel:包deNa 7，1963，11，5 

6. Lawrence's Imagistic Developrnent in The Rainbow and Women仇 Lωe，E L 

H，Vo1.31， No.4，官leJo詰18 Hopkins Univ. USA， (1964，12)、修士学位論文， .カリフオ

ルニア大学フォーク貫主匝官学賞受賞

7. iD.H.ロレンスの表現形式JKobeMおceUα，ny，No.3， 1965，2，15 

8. iD.I王Lawrence:The Plumed Serpent、文体論研究、 No.17、E本文体論学会、 1965、6

9. i失われた文明一一ロレンスにおける喜劇性JKobe lVlisceUαny， No.6， 1972，12 

10. i文学作品にみる英語の変容」英語研究、研究社、 Vo1.9，NO.6、1973，12

11. i詩話と現実の狭関- D且ロレンス f翼ある蛇JJ近代No.48、神戸大学、 1974、2、20

12. i思想構造とパラグラフ構造 ロレンスとウルフJ村上至孝教授退官記念論文集、

英宝社、 1974、4，10

13. i文体と文体誘究J(シンポジュームの記録〉共著、文体論研究、自本文体論学会、

1974、12、25

14. i上昇と下降一一ロレンス、フォ スター、ウルフ、ハクスレ一等における認識の聖

について」近代 NO.50、神戸大学、 1975， 7 

15. i干し雀のゆくへ--The科ヲ訴訟Peacock 論JKobeMおceUαnyNo. 7， 1975，8，31 

16. iキュテラへの侵入一一刀wTrespαsser論」論集 NO.16、神戸大学、 1975、12、31

17. iD.H.ロレンス f虹JJ英語青年 Vol.126，No.7、研究社、 1980、11

18. iThornas Hardyの文体一一おおから Judeへj 山口i鴻三教授退官記念論文集、

英宝社、 1981、4、1

19. iチャタレ一夫人の牲と径j近代珂0.57、神戸大学、 56、12、20

20. iアメリカの大学における文章表現の授業一一日本の大学への適用をめぐってj

一般教育学会誌 Vo1.8，No.1， 1986，5 

21. iヴァージニア・ウルフ一一俳句一一そしてジョルジュ・スーラjジヤボネズリー研

究学会会報 Nu6、ジャポネズリ一研究学会、 1987、11

22. i剥襲人間と昆虫の標本一一エリオット、ロレンス、そしてリ ヴイス←ー-J英語青

年 Vo1.l34，No.8， 1988，11 

23. iD.H.ロレンスの喜劇性一一新発克の長編、 Mγ.Nooη(1920-21)をめぐって」

Kobe Miscellαny No.14，神戸大学、 1989、3、20

24. i遠近法一一絵画と文学、あるいは幾何学についてJKobe Miscellαny No. 20， 平成
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6，5，20 (神戸大学最軽講義累積、 1993，2)

25. rヨーロッパの鬼j世界鬼学会誌 2、1996、 9，7 

26. r作者の介入と作品の統一Jr言語の空間i広島女学院大学大学院、 1999(第76回目

本文体論学会持開講接原稿}

27. rr雪国i覚え書き一一2種の鏡と色彩の対象J

杉本龍太郎教授吉希記念論文集、大阪教育密書、 2000ほか

翻訳:

1. D. H. ロレンス fミスター・ヌーン』集英社、 1958，6 

2. アール・マイナ-r連歌は r1)リックjか、「ナラティヴ」か 比較文学的一考察j

国文学、 Vo1.31，No.4，1986，4況か

書評:

1.西村孝次 fロレンスj20世紀英米文学案内 5、研究社。宮崎芳三位編 f自本におけ

る英国小説研究書誌j風間書底、 1971

2 .小田基 r20年代・パリ、あの作家達の青春j研究社、1978. 宮崎他編、前掲書1978

(50枚)

3 .入江隆尉 f見者ロレンスi講談社、 1974、宮靖飽編、前揚書1980、(45枝〉

4.鉄村春生『想像力とイメジー-D.H.ロレンスの中・短編の研究一一』関文社、 1959、

f英文学研究』日本英文学会、 Vol.LXII，No.2.Dec.1985

5 .金谷展雄 rD.豆.ロレンス論一一光と留の交錯j南雲堂、 1988

1英文学研究』日本英文学会、 Vol.XVII，No.2，Jan. 1991 

6 .井上義夫 f薄明のロレンス一一D.H.ロレンス IJ小沢書j吾、 1992

f英文学研究J8本英文学会、 Vol.LXX，No.2，Jan.1994

7. Pamela J. Transue， ViγyiniαWoolfαnd the Politics 01 Style. rヴァージニア・ウルフ

研究i第4号、.8本ヴァージニア・ウルフ協会、 1987

8. Takeo lida， D.H.Lα秘 γence.Yamaguchi Shoten， 1989. 

TheD.H.Lα切符nceRev的刀，Univ.of Delaw訂 e，Vo1.24，No.3，1992 

9. Masako Hirai， Sisters仇 Liteγα仰向:Female Sexuali匂Tin Antigone， Middle悦 αγch，

Howards End and Women初 Lo惚.Macmillan 1998) rD.H.ロレンス碗究j日本ロレ

ンス協会、 No.9，1999 

10. Takeo Iida， The Reception 01 D.H.LαwTenceAround the Woγ'ld.九ナ1'1大学出版会、 1999、

『比較文学』第43巻、日本比較文学会、 2000
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雑:

1. ，ロレンスとの対話Jr英語とエッセイ j大学社、 1965

2. I国'情を反映する英語指導法一一一イスラエル、南ベトナム、ナイジエリア、コロンビ

ア、スーダン、韓国等の関係者の聴き取りJEnglishαndPedαgogyNo.5，三省堂1966

3 .り¥rticleson D.H.Lawrence: A Bibliography.1916-1965" Kobe Miscellαηy，No.5，1968 

4. W神戸を語る えとらんぜj(編著)神戸新龍出版センタ-，1982，

5 .二宮尊道著 fロレンスとエリオット j(第1部 fロレンスj解題〉研究社出張1982.

6. W司本の教育をよくするためにJ(編著)山口書底、 1992(コナミ f上月教育慰匝j資金

(1，500万円)によるアメリカ、フランス、イギリス、スペイン、タイ、マレーシア、

インドネシア、オーストラリア等の、小学校、中学校、高等学校、大学、文部省等

の調査報告書。 (1987~ 1989)) 

7. r駒子の唇一一絵と文j山口書底、 1993(単著〉

8. 文化交流誌 f道j出口書店、編集主幹 1978 -1980 

(，英語青年JI新開j書評捕、「新開記事」等すべて省略〉


